
令和５年度「学校支援ボランティア研修会」を開催しました 
                                                                     

この研修会は令和３年度から始まり、今年度で３回目の開催です。今年度は、第１回を「スタートアップ研修」

として主に未経験者を対象とした内容、第２回を「スキルアップ研修」として主に経験者を対象とした内容とし、

経験の有無によらずどちらにも参加していただくことも可能としました。 

福島市では、「地域学校協働本部事業」を進めており、学校と地域が連携・協力を図った教育活動を進めてい

ます。この研修会をとおし、今後各学校の教育活動がより一層充実すること、学校と地域との結び付きがより

一層強まることを期待しています。 

各回の内容や様子は次のとおりです。 

第１回 スタートアップ研修（主に未経験者を対象とした内容） 

11/24（金） １０：００～１2：００ アオウゼ（小活動室１） 参加者：23名 

◆ 開会 

・ 主催者挨拶：生涯学習課長 

◆ 講話「地域と学校の新たな関係」 福島市教育委員会学校教育課 主任管理主事 永井 崇 氏 

 【主な内容】 

・ 学校支援ボランティアの仕組み、活動の流れ、効果について 

・ 子ども達や教職員との関わりについて 

・ 実際の支援、活動の紹介等 

◆ 経験発表 

・ 学校支援ボランティアを経験されている方から、学校で行った支援の様子、学校のこと、子ども達のこ

となど、ご自身の感想も交えて話をしていただきました。 

◆ 説明等 

・ 学校支援ボランティアの登録やボランティア保険等について説明しました。 

   



第２回 スキルアップ研修（主に経験者を中心とした内容） 

12/15（金） １1：００～１2：００ アオウゼ（視聴覚室） 参加者：2１名 

◆ 開会 

・ 主催者挨拶：生涯学習課長 

◆ 講話「発達障がいの理解と支援」 福島市教育委員会教育研修課 相談員 栗城 智也 氏 

 【主な内容】 

・ 福島市の特別支援教育の動向、インクルーシブ教育システムについて 

・ 発達障がいの分類、愛着障がいについて 

・ 発達障がいの特性と子ども一人一人に対する支援や関わり方について 

  ◆ ネットワーク交流会（情報交換） 

  ・ 小人数グループで情報交換を行いました。学校ではどんな支援が求められているのか、ボランティアと

して協力するにはどのような手続きが必要なのか、発達障がいの子ども達への支援や対応はどのよう

にすればよいのか、などが話題となり、講師の方も交えて積極的な情報交換の様子が見られました。 

  

  

  

※ 第１回、第２回とも、受講後にアンケートを記入していただきました。結果は別紙にまとめましたのでご覧

ください。なお、個人情報等を考慮し、原文と一部異なる部分がありますことをご了承ください。 


